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神奈川県真鶴付近の海産生物（ 1 ) 

新岬海岸の海藻

村岡健作

横浜国立大学教育学部附属真鶴理科教育実験所 （現附

属理科教育実習施設）の崖下の新岬海岸は東海道本線真

鶴駅から徒歩約20会相模湾に突き出た真鶴半島の板元で，

ブリの漁場で知られる真鶴町岩の漁港の近くにある。

この新岬海岸は岩礁海岸と転石海岸から構成され，海産

生物の豊富なことでも良 く知られ，これらの生物の観察

や研究には絶好な場所でもある。しかし，この海岸は真

鶴町付近の交通事情の悪化から，新たに道路の建設を余

儀無くされ， 1972年 5月に建設工事が開始された。その

ため実験所付近の海岸は潮上帯からj朝間帯にかけての60

%ほどが埋め立てられ，付近の様相は著しく変化し，こ

れがこの地域の生物，特に湖上帯と潮間帯の高涼ll!lfi.帯に

生息する生物の全滅を招いてしまった。

筆者は道路建設工事開始以前の新岬海岸を含めたこの

海岸一帯とその沿岸域を中心とした動物相を明らかにす

るため磯採集やドレッジにより，また定置網で得られた

ものを収集し，分類受理を行なってきた。この海藻目録

は1960年から1965年にかけて新岬海岸を中心に真鶴町岩

海岸で筆者自身が動物採集するかたわら集めた材料を基

にしてまとめたものである。もち論不完全ではあるが，

道路建設以前の新岬海岸の様相を知る一資料として役立

てば幸いである。

収集した標本の種名については大部分は筑波大学の千

原光雄教授のご指導を仰いだが， 一部については筆者が

同定を行なった。

稿を進めるにあたり常日頃暖かいご指導を賜わってい

る前横浜国大真鶴理科教育実験所長酒井｜宣博士，この調

査の機会を与えてくださった前横浜国大永海秋三教授に

深〈感謝申し上げる。また適切な指導助言をいただいた

横浜国大斉藤実，蒲生重男両教授および鈴木博助教授，

並びに神奈川県立衛生短期大学加藤直教授，筑波大学千

原光雄教授の方々に厚くお礼申し上げる。また，渡部孟

氏を始めとして横浜国大実験所職員の方々，並びに旭丘

高校松浦正郎教諭噌小田原市文化財保護委員松島俊治氏

のこ協力に対してお礼申し上げる。

MURA OKA、Kensaku A list of the marine algae of Niisaki Beach, 
Manazuru, Kanagawa Prefecture 

神奈川県立博物館

調査地の概況

新岬海岸は外洋に面し，タイドプールに富んだ岩礁海

岸を主体とし，その両側の海域は転石海岸につながって

いる。岩礁海岸の糊上帯は玉石で構成され，荒天の際な

どに波の影響を強〈 受けることがあるが，平常は飛沫を

受けるだけである。i朝間帯は広範囲にわたって平坦な岩

礁で，干潮時には大小のタイドプールが散在し，それら

の底には砂や小石の堆積がみられる。低市l亜帯から漸深

帯にかけては岩盤が急激に海底へ落ちこみ，いわゆる岩

壁を呈している。転石海岸は高j靭亜帯から沖合いに向か

つて磯や大形の岩石が散在し，それらの下部には小石や

砂が堆積している。また，この付近は海岸の一部の地域か

ら淡水か湧出し，溺l間帯は干潮時海水の塩分濃度の低下

現象がおこる。

新岬海岸沖合で、の1970年の年平均水温は18.5℃である。

なお， 1月から 12月にかけて測定した月平均の塩分量と

表層水温を図4に示す。
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図1 調査地と真鶴町周辺

67 



図2：真鶴町岩の新岬海岸 （遠景）

新岬海岸の海藻

真鶴半島一帯の海岸の海藻の種類については，松浦

(1958）は真鶴町尻掛海岸で周年変化を調査し，その際に

88種を確認している。また，松浦 （1977）は真鶴半島沿

岸一帯の海岸での調査で，緑藻類20種，褐藻類34穏，紅

藻類 102種の合計 156種を報告している。松島 （1964)

は真鶴に近い小田原海岸で、調査し，その際 158種類を観

察している。

今回， 筆者がまとめた新岬海岸を含む岩海岸での種類

数は緑藻類5科11種，褐藻類10科24種，紅浪費ft23科53種

の合計88種であった。これを既に報告されている真鶴海

岸での調査種数と比較してみるとかなり少ない。これは

筆者の不完全な調査のためと，ホンタワラ類やサンゴモ

類など一部同定困難なものを除外したためである。

海藻の植生について谷口（1978）は， 相模湾沿岸での

調査結果から，江ノ島から城ヶ島にかけての三浦半島側

の沿岸と江ノ島から静岡県稲取にかけての伊豆半島側の

沿岸とでは相違し，前者はヒジキーアラメ群集，後者は

カイノ リーネジモク群集の二つに大きく分けている。

新岬海岸は後者に属するが、この付近の潮間帯の高潮

亜新での海藻群落はア7 ノリやヒトエグサ類を主体とし，

中 i~i)J亜帯ではイワヒゲ，イシゲ， フクロノ リ，サンゴモ

類などが繁茂し，低溺］:91'_帯て、はウミトラノオ，カイノリ，

ツノマタなどが，｛斬深帯ではイソモク，ナラサモなどの

ホンダワラ類がそれぞれ生育している。これら海藻群落

の帯状分布の様式は中部太平洋の外洋に面した海岸で最

も普通にみられるものとほぼ同様である。しかし，三浦

半島のi朝間帯に普通のイロロは本海岸では得られなかっ

た。更に，松島（1964）と松浦（1972）も小田原海岸及

び真鶴海岸での生育について報告していない。

また，本海岸の低iWl亜帯から漸深帯にかけての浅海で

は紅藻類が豊富で，他所と比較してやや異なった様相を

呈している。なかでもう低減線付近の荒波の影響を直接受

ける岩礁の間隙にはホウノオ，ナ方、オパネ，フサノリなど

美麗で知られる紅藻類がホンダワラ類の群落よりもかな
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り下部に着生している。さらに下部の浅海にはユカリや

タマイタダキなども生育している。これらの中て＼特に

ナガオパネは量的には僅少ではあるが垂直に切り立った

岩に1962年 2月と 5月に着生しているのを観察し，採集

を行なった。この濃紅色を呈した美しい海藻は岡村金太

郎博士によって， 1926年江ノ島で最初に発見されて以来，

伊豆半島の須崎，吉佐美，茨城県の日立海岸， 日本海側

の兵庫県香住海岸などから確認されてはいるものの稀産

種として知られている。本県からは筆者の知る限り，江

ノ島及び小田原、（松島， 1964）からの記録以外に報告は

なく，新岬海岸が第3番目の産地にあたる。

海藻相

新Iii甲海岸を中心とした岩海岸で採集した海藻は次の88

種である。
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図4 新岬海岸沖合の塩分量と表層水温 （月平均）



CHLOROPHYTA 緑藻植物

Monostromataceae ひとえぐさ干ヰ

Monos tram日間tidum WITTROCK ヒトエグサ

Ulvaceaeあおき手斗

Ul叩 pertusa KJELLMANアナアオサ

U. conglobata KJELLMANボタンアオサ

Enteromorpha intestinalis (L.) NEESボウアオノリ

E.linzα （L.) J. AGARDHウスノ〈アオノリ

E. crinitα (Roth) J. AGARDHホソエダアオノリ

Cladophoracea巴しおぐさ科

Chαetomorphα crassα （AGARDH) KUETZING 

ホソジュズモ

Caulerpaceaeいわづた科

Caulerpaokamurai W.v.BOSSEフサイワツダ

Codiaceaeみる科

codium la tum S URINGER ヒラミノレ

C. fragile (SURINGAR) HARIOTミル

c.αdhαereηs C. AGARDH 

PHAEOPHYTA褐藻植物

Cutleriaceaeむちも科

Cutleriα cylindrica OKAMURAムチモ

Dictctyotaceaeあみじぐさ干斗

Dictyota dichotoma (HUDSON) LAMOUROUX 

アミジグサ

Pαchydictyon car回ceum (HOLMES) OKAMURA 

サナタグサ

Spatoglossum pαcificum YENDOコモングサ

Dictyopteris prolifera ( 0 KAMU RA) TSENG 

へラヤハズ

Padiηa arborescens HOLMESウミウチワ

Leathes iaceaeねばりも科

Leathesia difformis (L.) ARESCHOUGネパリモ

Chordariaceaeながまつも科

Tinocladia crassα （ S URINGAR) K YLINフトモツグ

Ishigeaceae いしt-Y干ヰ

Ishige ok臼murαz YENDO 

Sporochnaceaeけやりも科

Sporochnus scoparius HAR VEY ケヤリ

Heterochordariaceaeまつも科

Myelophycus simplex (HARVEY) PAPENFUSS 

イワヒゲ

Scytos iphonaceaeかやものり科

S cytos iphon Lomen tar凶s (L YNGBYE) LINK 

カ『’モノリ

Colpomenia siηuosa (ROTH) DERBES巴tSO LIER 

フクロノリ

Eηdarαchhne binghamiae J. AGARDH ノ、ノミノリ

Lam inariaceaeこんぶ干ヰ

Eckloniαcαuα KJELLMANカジメ

Undaria pin叩 tifida (HARVEY) SURINGAR ワカメ

Sargassaceae ほんだわら科

Hizikiα fusiformis (HARVEY) OKAMURA ヒジキ

Sargassum horneri (TURNER) C. AGARDHアカモク

S. serratifolium C. AGARDHノコギリモク

S. sagamiαηum YENDOネジモク

S.fulvellum (TURNER) C.AGARDHホンタワラ

S. thunbergii (MERTENS) 0.KUNTZEウミトラノオ

S. hemiphyllum (TURNER) C. AGARDHイソモク

S. nigrifolium Y ENDOナラサモ

RHODOPHYTA紅藻植物

Bangiaceaeうしけのり手斗

Bαη.giα fusco-purpureα （DILLWYN) LYNGBYE 

ウシケノリ

Porphyra suborbiculαtαKJELLMAN 7 ルパアマノ リ

Chaetangiacea巴 がらカずら干ヰ

Sc inaia japonica SETCHELL フサノ リ

S. cottonii SETCHELLヒラフサノ リ

Pseudogloiophloea okamiげGι （SETCHELL)C HIHARA 
ニセフサノリ

Bonnema i son iaceae かぎのり干ヰ

Delisea fimbriata (LAMOUROUX) LAMOUROUXタマイタダキ

Ge I idiaceaeてんくさ科

Gelidium amansii (LAMOUROUX) LAMOUROUX 7 クサ

G. divaricαtum MARTENS ヒメテングサ

Beckerellα subcostata ( 0 KAMURA) K YLIN ヒラクサ
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A cαnthopeltis jαpanicαO  KAMURAユイキ リ

Rh i zophyl I idaceaeなみのはな科

Cho吋 rococcus 九ornemαnnii (MERTENS) SCHMITZ 

ホソハナミノハナ

Coral I inacea巴さんごも干サ

Amphiroa ephed1aea D ECAISNEマオウカニノテ

Ma rginisporum abe1 rans ( Y ENDO) JOHANSEN et 

CHIHARAフサカニノテ

M. crassissimum (YENDO)GANESANへリトリカニノテ

Cora LL inα pilulifera POSTELSetRUPRECHTピリヒノ〈

Se門 aticaγd同 maxim(YENDO) SILVAオオシコロ

C ryptonem iaceaeかくれいと不ト

Pachymeniopsis lanceolata (OKAMURA) KAWABATA 

フダラク

Grate lo叩 ia filici叩 （WULFEN)C. AGARDH 

ムカテふノリ

G. ramosissimαO KA MURAスジムカデ

G. livida (HARVEY) YAMADAヒラムカデ

G. imbricatαH OLMESサクラノリ

G. turuturu YAMADA 、'J）レ、ソノレ

Polyopes polyideoides 0 KAMURAマタボウ

Carpopeltis affinis (HARVEY) OKAMURA 7 ツノリ

C. flabellata (HOLMES) OKAMURAコメノリ

C. crispata OKAMURAトサカマツ

C.dιva ricatョ OKAMURAヒトツ7 ツ

C. cornea (OKAMURA) OKAMURAツノムカデ

G loios iphon iaceaeいとふのり干斗

Sc九immelmanniα plumosa(SETCHELL) AB  BOTT 

ナガオノ〈ネ

Gloiopeltidaceaeふのり平二十

Gloiopeltis furcata ( POSTELS et RUPRECHT) 

J. AGARDHフクロフノ リ

Calosiphoniaceae ぬめりぐき科

Bertholdia japonica (OKAMURA) SEGAWA 

ホウノオ

Nemastomaceaeひカ当』ずのいと干ヰ

Schizymeniα dubyi (CHAUVIN) J. AGARDHペニスナゴ

Sol ieriaceaeみり ん科
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Meristothecα papulosa (MONTAGNE) J. AGARDH 

トサカノリ

Plocam iaceaeゆかり平ヰ

ρlacα刑山町 telfairiae HARVEYユカ リ

Hypneaceaeいlまらのり平ヰ

HypneαjapoηicαTANAKAカギイノミラノリ

H. charoides LAMOUROUXイノぐラノリ

Gracilariacea巴おごのり科

Gracilari丘verrucasα （HUDSON)PAPENFUSS 

オゴノリ

G. bursα－pαstoris (GMELIN) SILVAシラモ

G. textorii (SURINGAR) J.AGARDHカパノリ

Phy 11 ophoraceaeおきつのり科

G型？π九ogoηgrus flabellるfoγ71

Ahufeltia PαT日doxα （S UR!f可GER) OKAMURAノ、リ究7ネ

Gigartinac巴ae すぎのり科

Gigartina teηella HARVEYスギノリ

G.mαmι：LLosα（GOODENOUGHetWOODWARD) J.AGARDH 

イカノアシ

G. intermedia S URINGARカイノリ

Chondrus occellatus HOLMESツノマタ

Rhodymen iacea巴だるす科

Lomeηtaria cateπata HARVEYフシツナキ

Champiaceaeわつなさそう科

Champia parvula (AGARDH) HARVEYワツナギソウ

Ceramiacea巴いぎす科

Ceramium tenerrimum (MARTENS) OKAMURAケイギス

Delessriaceaeこのはのり手ヰ

Mαrtensia denticulata HARVEY アヤニシキ

Dasyaceae だじあ干ヰ

Heterosiphonia japonica YENDOイソハギ

Rhodomelaceaeふじまつも科

Chondria c T臼ssicaulis H ARVE Yユナ

Laurencia intermedia YAMADAクロソソや

L. ok日間ur日EYAMADA ミツテ”ソソー



まとめ

1. 新岬海岸を中心とした真鶴町岩海岸の海藻は88種で

その群落の帯状分布は中部太平洋の外洋に面した海岸で

普通にみられる推移とほぼ一致する。

2. 低潮亜帯の垂直に発達した岩壁にはナガオパネ，ホ

ウノオなど稀産のものや熱帯系の海藻がみられる。

さらに，深所にはユカリやタマイタ夕、、キなども生育して

いる。
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図版
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2 ホウノオ

3・77イタダキ
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